
  

 

 

 

 

                       

 節分を過ぎるともう「春」といわれますが、まだまだ寒いこの頃です。 

節分には季節を分けるという意味があります。季節の変わり目には体調を崩しやすいので毎日の食事では 

栄養のあるものを食べて寒さを乗り切り、体調管理に気をつけましょう。 

節分で家族間のコミュニケーション 

 ２月は「節分」の行事があります。「鬼は外、福は内」と声を出しながらお面をかぶった“鬼”に豆をぶつけて 

玄関から家の外へ。豆を自分の年の数だけ食べると、一年間は無病息災で過ごせるといわれています。 

このような行事の際にぜひ、子どもとのコミュニケーションを図りましょう。日本の伝統や風習を通じて、感性

を養ってもらいたいものですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 栄養士 後藤真由美 

２月 給食だより 
軽野保育園 

平成３１年１月３１日 

 節分でまく豆は、おなかをかなり膨らませます。 

食べすぎには注意をしてください。 

『豆にもいろいろあります』 

・ダイズ／色別に黄ダイズ、黒ダイズ、青ダイズがあります。 

「黄ダイズ」＝主にみそ、納豆、豆腐などの加工品にもなります。 

「黒ダイズ」＝黒豆です。おせち料理に使われます。 

「青ダイズ」＝きな粉や煮豆にされます。 

※ほかにも豆には、アズキ、ソラマメ、インゲン、キントキマメなど、いろいろあります。

「豆は畑のお肉」と言われるくらい、たくさんの栄養が詰まっていますよ。 


